














































































変化の大きい totalHb，あるいは oxyHb のみを対象に分析が行われてきた。しかし，この間の
研究により，神経活動による酸素消費の指標となる deoxyHb は，難度の高さを感じたときに

























































た deoxyHb，oxyHb と deoxyHb の総和である totalHb である。神経活動によって酸素が消




ビン濃度変化の時系列の推移が示されている。図5は，課題遂行中における１ CH 〜 3CH そ
れぞれの totalHb の変化を示したグラフである。図６は，１ CH 〜 3CH の totalHb の変化の
平均値（太曲線）と標準偏差（上下の細曲線２本）を示したものである。同様に，図７，図８
は oxyHb の，図９，図0は deoxyHb の変化を示したグラフである。
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図６　totalHb 濃度変化（平均値，標準偏差）






































































































〜 3CH の各 CH における１秒あたりの平均変化量を示したグラフである。同様に，図2は
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図0　deoxyHb 濃度変化（平均値，標準偏差）
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　図 〜図3より，次の特徴が挙げられる。尚，以下では，プローブの配列から，１ CH 〜
４ CH を上段，５ CH 〜９ CH を中段，0CH 〜 3CH を下段として記す（図２参照）。
・totalHb は，ほとんどが正の値である（２ CH のみ負の値）。
・totalHb は，上中下段のうち，下段の値が最大である。




























































































・oxyHb は，ほとんどが正の値である（２ CH のみ負の値）。
・oxyHb は，上中下段のうち，下段の値が最大である。
・oxyHb は，最大値CH，最小値２ CH である。




















であるのに対し，deoxyHb は左側が優位である。つまり， deoxyHb の増加部位である左側
で，oxyHb は右側のような大きな増加が見られない。これは，oxyHb が deoxyHb に変化し
たことによる結果と考えられる。尚，3CH に関しては，deoxyHb の増加が大きいものの，
oxyHb も高い値となり，totalHb は最大値となっている。これは oxyHb の流入量が極めて多
く，deoxyHb に変化後も oxyHb が残った結果と考えられる。
結語
　逆思考課題遂行時の前頭前野におけるヘモグロビン濃度変化（3箇所分）について，考察を
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